




要約：小児急性白血病患児の晩期障害を本研究班に所属する 5 施設の総数 57 名について

P-F スタディを施行し、その攻撃方向、反応型について分類した。10 歳以下の患児では、

大部分が外罰方向で占められ、自己防衛型、要求固執型にほぼ半数ずつ分類された。11 歳

から 12 歳では外罰傾向がやや優位を占めたが、残りは内罰と無罰方向に分類された。13

歳から 15 歳の群では、外罰方向がやや優位を示したが反応型は、自己防衛型が大部分を占

めた。ただし検査結果と実際の面接で受ける印象には差があり、検査結果をふまえた上で

の面接療法の重要性が痛感された。 


